
冒
険
映
画
「　

日
間
世
界
一
周
」
よ
り
。
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ
の
同
名
小
説
が
原
作
。
海
外
取
材
番
組
「
兼

高
か
お
る
世
界
の
旅
」
の
テ
ー
マ
曲
に
も
一
時
期
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
で
い
つ
か
あ
の

国
へ
行
っ
て
み
た
い
、
幼
い
私
は
海
の
向
こ
う
に
思
い
を
馳
せ
た
も
の
で
す
。
数
年
後
、
憧
れ
の
ジ
ャ
ン
ボ
に

乗
っ
た
と
こ
ろ
乱
気
流
に
入
り
「
落
ち
ち
ゃ
う
よ
！
怖
い
よ
！
」
と
泣
き
叫
び
ま
し
た
。
大
人
に
な
っ
た
今
で

も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
装
着
サ
イ
ン
の
音
が
怖
い
私
で
す
。

ア
ニ
メ
映
画
「
リ
ト
ル
フ
ッ
ト
の
大
冒
険
」
よ
り
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
と
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ

ス
の
仲
良
し
コ
ン
ビ
が
総
監
督
。
恐
竜
の
子
リ
ト
ル
フ
ッ
ト
の
成
長
物
語
で　

話
ま
で
シ
リ
ー
ズ
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
で
は　

年
前
の
ド
ラ
マ
「
想
い
出
に
か
わ
る
ま
で
」
の
主
題
歌
と
し
て
も
有
名
で
す
。
ド
ラ
マ
主

演
の
今
井
美
樹
が
懐
か
し
い
ソ
バ
ー
ジ
ュ
・
ヘ
ア
に
し
て
い
ま
す
が
、
私
は
か
な
り
強
い
く
せ
毛
な
の
で
シ
ャ

ン
プ
ー
後
三
つ
編
み
に
し
て
乾
か
す
と
立
派
な
ソ
バ
ー
ジ
ュ
に
な
り
ま
す
。

戦
争
映
画
「
戦
場
に
か
け
る
橋
」
よ
り
。
別
名
ボ
ギ
ー
大
佐
ま
た
は
サ
ル
・
ゴ
リ
ラ
・
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
の
歌
。

サ
ル…

の
替
え
歌
の
続
き
は
、
日
本
テ
ト
ラ
パ
ッ
ク
（
紙
容
器
の
会
社
）
が
「
ど
う
ぶ
つ
ほ
ん
ね
マ
ー
チ
」
と

い
う
動
画
に
し
て
い
ま
す
。
動
物
た
ち
が
劇
画
調
で
環
境
破
壊
を
嘆
く
面
白
い
動
画
で
す
。
私
も
エ
コ
に
は
敏

感
で
、
子
供
や
夫
が
冷
蔵
庫
を
５
秒
以
上
開
け
る
と
劇
画
調
で
怒
り
ま
す
。

Ｓ
Ｆ
映
画
「
Ｅ
．
Ｔ
．
」
と
「
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」
よ
り
。
Ｅ
．
Ｔ
．
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ

監
督
と
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ル
ー
カ
ス
監
督
は
仲
が
よ
く
、
Ｅ
．
Ｔ
．
の
中
に
ヨ
ー
ダ
の
テ
ー

マ
曲
が
流
れ
た
り
、
ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
の
中
に
Ｅ
．
Ｔ
．
が
出
る
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
Ｅ
．
Ｔ
．

の
公
開
当
時
、
私
は
自
転
車
の
前
か
ご
に
タ
オ
ル
を
巻
い
た
ぬ
い
ぐ
る
み
を
乗
せ
て
走
り
ま
し
た
。
人
差
し
指

同
士
を
合
わ
せ
て
「
と
も
だ
ち…

」
と
言
っ
た
り
、
流
行
り
ま
し
た
ね
。

Ｓ
Ｆ
映
画
「
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
」
よ
り
。
難
解
な
ス
ト
ー
リ
ー
。
曲
と
同
名
の
思
想
書
（
ニ
ー
チ
ェ
著
）

も
非
常
に
難
解
。
小
説
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
書
か
れ
た
曲
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
Ｃ
Ｍ
に
使
わ

れ
る
と
「
満
を
持
し
て
登
場
！
」
「
キ
タ
ー
ー
ー
！
」
感
が
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
。
２
０
０
１
年
は
と
っ
く

に
過
ぎ
ま
し
た
が
私
は
ま
だ
宇
宙
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
し
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
よ
り
も
地
球
に
住
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ウ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
よ
り
。
訳
詞
を
し
た
ペ
ギ
ー
葉
山
は
ド
の
ド
ー
ナ
ツ

か
ら
全
部
食
べ
物
の
名
前
に
し
た
か
っ
た
が
、
フ
ァ
で
唯
一
思
い
つ
い
た
フ
ァ
ン
タ
が
商
標
名
の
た
め
断
念
し

た
そ
う
で
す
。
私
だ
っ
た
ら
こ
う
書
き
ま
す
。

　

ド
・
ど
ん
な
に
ハ
ー
ド
な
／
れ
・
練
習
日
で
も
／
み
・
皆
よ
く
鳴
る
／
フ
ァ
・
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
／
ソ
・
揃

　

っ
た
音
色
の
／
ら
・
ラ
ッ
パ
隊
／
シ
・
し
ん
ど
い
曲
も
／
ド
・
ど
ん
と
来
い
！

映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」
よ
り
。
氷
山
に
衝
突
し
、　

世
紀
最
大
の
海
難
事
故
と
な
っ
た
豪
華
客
船
タ
イ
タ
ニ

ッ
ク
号
の
悲
劇
。
デ
ッ
キ
の
先
で
飛
行
機
の
よ
う
に
腕
を
水
平
に
上
げ
る
ポ
ー
ズ
、
船
に
乗
れ
ば
誰
で
も
一
度

は
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
。
私
は
友
人
と
下
北
沢
で
し
こ
た
ま
飲
ん
だ
帰
り
、
深
夜
の
公
園
の
す
べ
り
台
の

上
で
や
り
ま
し
た
。
恋
も
就
活
も
難
航
し
て
落
ち
込
ん
で
い
た
頃
の
悲
壮
感
を
思
い
出
し
ま
す
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
よ
り
。
か
つ
て
は
魅
力
的
だ
っ
た
娼
婦
猫
グ
リ
ザ
ベ
ラ
も
、
今
で
は
老
い
て
街

の
猫
た
ち
に
避
け
ら
れ
る
。
孤
独
な
彼
女
（
私
と
ダ
ブ
る
！
）
が
月
の
下
ひ
と
り
歌
い
上
げ
る
の
が
こ
の
劇
中

歌
。
「
美
し
い
日
々
は
夜
の
向
こ
う
に
去
っ
た
が
、
光
あ
ふ
れ
る
明
日
は
き
っ
と
来
る
」
と
い
う
実
は
前
向
き

ソ
ン
グ
で
す
。
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
の
ソ
ロ
に
猫
ま
っ
し
ぐ
ら
。

３拍子。♩＝100。
B-dur。
転調３回あり。

４拍子。♩＝76。
Es-dur。
サックスにソロ
あり。

４拍子。♩＝110。
C-dur。
口笛＆歌あり。

４拍子。
テンポ変化多し。
転調多数。
ダル・セーニョあ
り。

４拍子。♩＝144。
Es-dur。
転調あり。

４拍子。♩＝108。
Es-dur。
情緒的。

４拍子。
ゆったり。
転調あり。
アルト・サックス
のソロ。

４拍子。♩＝69。
B-dur。
19小節のイントロ
ダクションのみ。

３

横
山
の

横
山
の

第２レース《想い出の映画・ミュージカル》

着

眼

当
レ
ー
ス
の
本
命

　

番
メ
モ
リ
ー
が
こ
の
レ

ー
ス
の
一
押
し
。
そ
の
理

由
は
騎
乗
す
る
（
ソ
ロ
を

吹
く
）　

才
の
Ａ
・
Ｓ
Ａ

Ｘ
の
間
中
騎
手
で
あ
る
。

老
体
で
は
あ
り
な
が
ら
も

そ
の
個
性
と
実
力
の
輝
き

は
衰
え
知
ら
ず
だ
。
他
の

馬
（
曲
）
と
は
大
き
く
雰

囲
気
が
異
な
る
点
に
注
目

し
た
い
。大

穴
・
番
狂
わ
せ

　

番
ク
ワ
イ
河
マ
ー
チ
の

存
在
が
こ
の
レ
ー
ス
の
鍵

を
握
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
し
て
も
間
中
騎
手
が

活
躍
す
る
の
だ
が
、
こ
こ

で
は
彼
の
歌
声
が
響
き
渡

る
。
大
穴
と
し
て
マ
ニ
ア

な
ら
押
さ
え
て
お
き
た
い

と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

当
レ
ー
ス
の
面
白
さ

誰
に
で
も
思
い
出
の
映
画

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
あ
る

だ
ろ
う
。
そ
の
思
い
出
と

と
も
に
出
走
馬
（
曲
）
が

決
ま
る
の
が
面
白
い
。
ま

た
う
ぐ
い
す
嬢
（
Ｍ
Ｃ
）

の
華
や
か
さ
に
も
注
目
し

た
い
。
こ
の
レ
ー
ス
は
少

々
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
香

り
は
す
る
も
の
の
、
出
走

馬
（
曲
）
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
の
も
の
も
見
劣
り
し

な
い
。

曲
紹
介

by

か
い
か
い


